
目　的

韓国社会は，これまで単一民族，単一文化とい
う意識が強かったが，1990年代の初め頃から外
国人労働者の流入や国際結婚の増加により，多
文化社会になりつつある。この中で，特に国際
結婚の増加率は著しく，1990年は4,710件にす
ぎなかったが，2008年は36,204件（これは，こ
の年の韓国の総結婚件数の11％にあたる）と増
加した。それにともない，韓国と異った文化的
背景をもつ子ども，いわゆる多文化家庭の子ど
もも増加している。韓国では，多様な文化的な
背景をもつ子どもの受け入れにともない，2000
年代から多文化家庭の子どもに関する研究が進

められてきた。
これらの研究の主な内容は，次の３つに分け

られる。１つ目は，結婚移民者女性（2006年度
の統計庁の発表によると，韓国の国際結婚の
72％が外国人女性との結婚である）への暴行や
経済的な虐待で夫婦間の葛藤が生じ，それによ
って子どもの心理的発達に否定的な影響を与え
る恐れがあることを指摘している研究（ムンシ
ュンヨンク，2007；クチャシュン，2007）であ
る。２つ目は，多文化家庭の子どもの言語や学
習の問題に関する研究である。これには多文化
家庭の保護者の言語問題が子どもの言語発達の
遅れに影響を及ぼしていることを示した研究
（チョンウンヒ，2004），多文化家庭の子どもの
言語発達の遅れが学校での学習遂行能力の低下
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The purpose of this study is in clarifying the problems of caring and teaching children from multi-

cultural family through investigation of day care center teachers. In order to achieve the purpose

of this study, a questionnaire that is composed of following five items was held. (1) The degree of
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family. (2) Difficulties in teaching and caring children from multi-cultural family. (3) The

supporting contexts for children from multi-cultural family. (4) The supporting contexts for

parents from multi-cultural family. (5) Self-efficacy concerning caring and teaching for children

from multi-cultural family. As important results, although teachers have interest in teaching and

caring children from multi-cultural family, they also lack of the knowledge and understanding of

the children when comparing their interest. Moreover, the knowledge and understanding of the

children play a crucial role in recognizing self-efficacy, and the fact that supporting parents is

more necessary than the children. The conclusion of this study shows that it is necessary to make

an all-out effort to support education for teachers about the knowledge and understanding of

multi-culture. In addition, the supporting programs for parents from multi-cultural family are in
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を招いていることを見い出した研究（キムカブ
ション，2006；オションベ，2005）などがみら
れる。３つ目は，多文化家庭の子どもの適応問
題を扱った研究である。これには多文化家庭の
子どもの自我同一性の混乱の問題に関する研究
（ジョヨンクダル，2006；キムビョンスン，
2007），幼稚園で仲間との遊びができず，一人
でいることが多いというふうに多文化家庭の子
どもの仲間関係を取り上げた研究（ユンカブチ
ョン＆コウンキョン，2006；バクミキョン，
2006）などがみられる。
これらの研究によりわかることは，多文化社

会になりつつある韓国の社会において多文化家
庭の子どもの問題が多様面で顕れているという
ことである。こういう問題の深刻さに気づいた
韓国の政府は，これらの問題を解決するために
2006年4月‘女性結婚移民者家族への社会統合
支援策’を打ち出したり，教育人的資源部（日
本の文部省にあたる）からは‘異文化家庭への
教育支援対策’が出されたりしていた（ムンシ
ュンヨンク，2007）。
しかし，今までの多文化家庭の子どもの問題

に関する研究やその支援策は，主に異文化家庭
やその子どもの学校での適応の問題や教育の問
題に向いており，保育所における多文化家庭の
子どもの保育の問題に焦点を当てた研究やその
支援策はあまり見られない。それに今までの研
究は，異文化家庭の保護者やその子どもの視点
を取り入れたものではなく，その対象も主に児
童や青少年である。教育人的資源部が2006年出
している調査書によると，多文化家庭の子ども
は言語発達の遅れや文化的な不適応，消極的な
行動，情緒的な障害などの問題の発生率が高く，
それにこの子らの17.6％も集団いじめの経験が
あったということが報告されている。
このような問題は，保育現場においても充分

に生じうる問題でもある。キムヒスン（2007）
の研究では，2006年度一般家庭の子どもの保育
所の利用率は56.8%であるが，多文化家庭の子
どもの場合は15.8%にすぎない現状を報告しな
がら，この問題の背景には保育料の負担という
問題のみならず，保育所での子どもの不適応の
問題もあることを指摘している。このように韓
国の保育所における多文化家庭の子どもの保育
はいろいろな問題を抱えていると予想されてい
る。
そこで，玄（2008）は韓国の保育所における

多文化家庭の子どもの保育の問題や課題を明ら

かにするため，多文化家庭の保護者を対象に保
育所に対する問題意識と期待について調査を行
った。その結果，韓国の保育現場においては多
文化家庭の保護者やその子どもへの偏見や差別
があり，異文化への理解や尊重のできるような
環境づくりが必要であること，そして多文化家
庭の保護者は育児不安などの問題で悩んでお
り，保育所に対して育児情報の提供や保育者と
の相談， 子どもへの特別な配慮を期待してい
ることが明らかになった。
本研究の目的は，先行研究（玄，2008）で見

出されたこれらの問題を保育現場において保育
者はどのように対処していくのかを明らかにす
ることである。この目的を達成するため，本研
究では，まず多文化家庭の子ども保育の問題に
関する保育者の関心や理解の程度について調べ
ることにした。そして，保育する上で保育者の
考えている困難な問題は何であり，それらの問
題の改善のために多文化家庭の子ども及び保護
者への支援内容は何であるかを調査することに
した。なお，本研究では，多文化家庭の子ども
保育に対する保育者の自己効力感についても検
討することにした。多文化家庭の子ども保育へ
の保育者の自己効力感は実際の保育行動と密接
な関連性があり，多文化家庭の子ども保育への
自己効力感を測定する尺度の下位カテゴリーに
は「異文化の理解と尊重への指導に対する自己
効力感」も含まれている。従って，多文化家庭
の子ども保育への保育者の自己効力感を調べる
ことは，韓国の多文化家庭の子ども保育の問題
への解決策を考える上で，参考となる貴重な資
料を提供することができようと考えられる。
最近，韓国において多文化子どもの研究が進

められている一方で，保育所において多文化家
庭の子どもの受け入れに伴って生じる問題や課
題は残されたままである。そこで本研究が設け
た目的の達成は，多文化家庭の子ども保育にお
ける保育者の問題を明らかにすることができ，
そこから韓国における多文化家庭の子ども保育
の課題を提案することができると考えられる。
本研究の目的の達成のため，次の５つの検討

項目を設けて調査することにした。5つの検討
内容は次の通りである。
第１点目は，多文化家庭の子どもの保育に関

する保育者の理解や知識，関心の程度について
検討する。
第２点目は，多文化家庭の子どもを保育する

上で，困難な問題は何かについて検討する。
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第３点目は，多文化家庭の子どもへの支援内
容は何かについて検討する。
第４点目は，多文化家庭の保護者への支援内

容は何かについて検討する。
第５点目は，多文化家庭の子どもの保育に対

する保育者の自己効力感について検討する。

方　法

調査の対象者
調査の対象者は，Ｓ大学で開催された現職の

保育者向けの補習教育場に集まった保育者577
名（男子４名，女子573名）を対象に集団で調
査を行った。保育者の年齢の幅は20～55歳（平
均年齢32.9歳，標準偏差7.6），勤務年数の平均
は4.2年（標準偏差3.2）であった。

調査の内容及び方法
調査の内容は，５つの検討項目に沿って，次

のような内容となっている。①多文化家庭の子
どもの保育に関する理解や知識，関心の程度。
②多文化家庭の子どもを保育する上で困難な問
題。③多文化家庭の子どもへの支援内容。④多
文化家庭の保護者への支援内容。⑤多文化家庭
の子どもの保育に対する保育者の自己効力感。
調査の方法は，調査項目①の場合は多文化家

庭の子どもに関する保育者の理解や知識，関心
の程度を4段階で評定した（全然ない－あまり
ない－ある程度ある－かなりある）。調査項目
②，③，④の場合は，質問に対してあらかじめ
用意されている選択肢の中で自分の考えに当て
はまる内容を選択させる項目もあり，自分の考
えを自由記述式で書かせる項目もある。調査項
目⑤の場合は，多文化家庭の子どもの保育に対
する自己効力感を測定する尺度を用いて調査を
行った。この尺度は，全部12質問と3つの下位
カテゴリーに構成されている。3つの下位カテ
ゴリーの内容は，次の通りである：多文化家庭
の子どもへの教育に対する自己効力感（例，私
は多文化家庭の子どもに合った方法で教育を行
うことができる），多文化家庭の子どもの仲間
関係への支援に対する自己効力感（例，文化的
背景が異なっても，互いに尊重し合い仲良くす
るように子どもたちを指導することができる），
異文化の理解と尊重への指導に対する自己効力
感（子どもたちが文化的な多様性を受け入れる
ように指導することができる）。各質問に対し
て５段階で評定させた（全然そうではない－あ
まりそうではない－普通である－大体そうであ

る－かなりそうである）。

結果及び考察

検討１：多文化家庭の子どもの保育に関する理
解や知識，関心について

577名の保育者を対象に多文化家庭の子ども
の保育に関する理解や知識の程度を分析するた
め，その反応の程度を得点化し（１点，全然な
い～４点，かなりある），その平均値を求めた
結果，2.34（標準偏差0.54）を表した。一方，
多文化家庭の子どもの保育への関心の程度は平
均値が2.95（標準偏差.60）であった。これらの
結果により，保育者は多文化家庭の子どもの保
育への関心はある程度あるものの，それに比べ
多文化家庭の子どもの保育に関する理解や知識
はやや低いことが明らかになった。
また，多文化家庭の子どもを保育する上で必

要な知識や理解に関する情報は，普段どのよう
な方法で手に入れているのかについて調べたと
ころ，「TVや雑誌，本（28.9%）」，「インターネ
ット（22.3%）」などによる収集が多く，保育者
に向けた異文化理解への教育やその支援プログ
ラムはほとんど無いのが現状であった。
多文化家庭の子どもを保育する上で保育者が

必要な知識や情報を知っていることは重要であ
り，今後韓国における多文化家庭の子どもの保
育問題の改善策を図るのに，保育者らを対象に
これらのことについての教育プログラムや情報
提供が必要であると考えられる。

検討２：多文化家庭の子どもを保育する上で困
難な問題について

多文化家庭の子どもを保育する上で困難な問
題は何かについて調査したところ，<表１>の
ような結果が出された。ここで，有経験者とい
うのは以前保育所で多文化家庭の子どもの保育
を経験したことがあるか，あるいは現在多文化
家庭の子どもを保育している保育者である。無
経験者は今まで多文化家庭の子どもの保育を経
験したことがない保育者である。従って，無経
験者の場合は，もし多文化家庭の子どもを保育
する場合に予想される問題についての反応であ
る。
577名の保育者を多文化家庭の子ども保育の

経験有無（有経験者275名，無経験者302名）に
わけて，その反応をみると，<表１>が示すよ
うに経験の有無によって大きな違いが見られ
た。その違いの特徴は大きく３つあり，１つ目
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は多文化家庭の子どもの保育の無経験者は，子
どもとのコミュニケーションの問題，指導の困
難さ，仲間関係などについての心配が大きかっ
たが，有経験者の場合はそれほどではなかった
ということである。２つ目は，保育所での保育
に対する保護者の理解や協力，保護者とのコミ
ュニケーションなどの問題について，無経験者
の場合は約23％しか心配を予想していなかった
が，有経験者の場合は約50％の保育者も一番困
難だった問題として取り上げていたということ
である。３つ目は，無経験者の4.7％しか「子
どもは自らの適応力があるので特に問題がない
だろう」と予測していなかったが，有経験者の
場合は17.7%も「特に問題がなかった」という
反応を示していたということである。

＜表１＞　無経験者と有経験者の反応

反応の内容 無経験者 有経験者
子どもとのコミュニケーションの 29.1% 11.6%
問題
保護者の理解や協力， 23.1% 49.5%
コミュニケーションの問題
子どもへの指導の困難さの問題 19.6% 8.2%
仲間関係の問題 18.6% 3.9%
特に問題がない 4.7% 17.7%
その他の問題 4.9% 9.1%
計 100.0% 100.0%

これらの結果により言えることは，無経験者
よりも有経験者の方が，保護者の問題の方を深
刻に捉える傾向があることが伺える。
本調査の結果は，子どもはわり合いと自分な

りの適応力を持っていて，保育者の考えている
以上にスムーズに適応しているので，今後保育
所における多文化家庭の子どもの保育の問題を
考える際には，多文化家庭の保護者への支援に
より重みをおいた支援が必要ではないかを示唆
していると言えよう。

検討３：多文化家庭の子どもの保育への支援内
容について

検討３の目的は，保育現場において保育者は
多文化家庭の子どもの適応を支援するために普
段どのような努力をしているのかについて調べ
ることであった。調査の結果，<表２>のよう
な結果が得られた。この表をみると，多文化家
庭の子どもの保育への主な支援は，遊びやその
子の慣れた言葉で積極的に働きかけることであ

った。
今度は保育者と多文化家庭の子どもとの関係

づくりのため，保育者は普段どのような努力を
しているのかについて調査した。これについて
の調査の方法は，自由記述式で保育者の反応を
調査した。その結果，総136名の保育者が多様
な反応を示し，それらの反応を類似な内容別に
まとめると，<表３>のように８つのカテゴリ
ーに分けることができた。ここで注目すべき点
は，多文化家庭の子どもとの関係づくりのため
の努力として，保育者は子どもとの積極的な相
互作用以外にも「保育者自身が異文化に関する
情報の収集やその理解を深めるための努力」，
「多文化家庭の子どもへの関心や配慮」などを
用いていたということである。

<表２> 多文化家庭の子どもへの主な支援内容
支援の内容　　　　　　　　　　　　 比率
仲間との遊びを勧めている。 20.1％
保護者との相談をよくする。 15.2％
たまにその子が慣れた言葉で話しかける。 14.6％
遊びや相互作用で積極的に働きかける。 13.6％
子ども自ら保育所でよく適応しているので， 11.6％
特に支援することはない。
その他 24.9%
計 100.0%

玄（2008）の研究で明らかになった「異文化
への理解や尊重のできるような環境づくり」や
「多文化家庭の子どもへの特別な配慮」の必要
性を考えると，今後 多文化家庭の子どもの保
育への支援内容として，保育者の「異文化に関
する情報の収集やその理解を深めるための努
力」や「多文化家庭の子どもへの関心や配慮」
は，もっと強調されるべきであると考えられよ
う。
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<表３> 多文化家庭の子どもとの関係づくり
のための支援内容

内容　　　　　　　　　　　　　　　　人数
多文化家庭の子どもとの相互作用を積極的に行う 33
相談や対話などによる保護者への支援 17
多文化家庭の子どもの言語問題への支援 16
異文化に関する情報の収集やその理解を 16
深めるための努力
多文化家庭の子どもへの関心や配慮 12
保育者や仲間との遊び 12
多文化家庭の子どもの学習的面への指導 11
多文化家庭の子どもの基本的な生活習慣への指導 4
特別な支援なし 15
計 136

検討４：異文化家庭の保護者への支援内容につ
いて

異文化家庭の保護者への支援内容は，<表4>
に示されたように相談以外にも多様な努力をし
ていることが見い出された。ところが，ここで
みられる主な支援内容は，基本的に保育所での
保育活動に対して保護者の理解や積極的な参加
を誘導することに焦点を当てている。

<表４> 異文化家庭の保護者への主な支援内容
保護者との相談を積極的に行っている。 28.0％
異文化の保護者の理解できる言語を使う。 20.7％
園の行事や活動への参加を積極的に勧める。 17.2％
連絡手帳や園からのお報せなどが 16.4％
よく理解できるように手伝う。
その他 17.7
計 100.0%

玄（2008）の研究では，多文化家庭の保護者
は育児不安などの問題で悩んでおり，保育所に
対して育児情報の提供や保育者との相談，異文
化への理解や尊重のできるような環境づくりな
どを強く期待しているが明らかとなった。それ
で，今後の異文化家庭の保護者への支援内容は，
保育所の保育指針に保護者が適応できるように
支援しがらも， 保育所への異文化家庭の保護
者の期待や欲求，不安などをどのように解消し，
支援していくのかにもっと焦点を当てる必要が
あると言えよう。

検討５：多文化家庭の子どもの保育に対する保
育者の自己効力感について

多文化家庭の子どもの保育に対する保育者の

自己効力感を分析するために，各質問に対する
反応を得点化（１点，全然そうではない～５点，
かなりそうである）し，その平均値と標準偏差
を求めた。その結果，自己効力感の全体の平均
値は3.91（標準偏差.56）であった。今度は３つ
の下位カテゴリー別に分析した結果，多文化家
庭の子どもへの教育に対する自己効力感は3.09
（.64），多文化家庭の子どもの仲間関係への支
援に対する自己効力感は3.78（.66），異文化の
理解と尊重への指導に対する自己効力感は3.31
（.61）をそれぞれ示し，多文化家庭の子どもへ
の教育効力感が一番低い水準を表した。こうい
う結果の背景には従来の研究（キムカブション，
2006；オションベ，2005）からも指摘されてい
たように多文化家庭の子どもの言語的な問題が
あるだろうと考えられる。

<表５> 多文化保育に関する保育者の知識や
理解と自己効力感

高群　低群　ｔ値
教育への効力感 3.37 2.99 4.06**

（.61）（.92）
仲間関係の支援への 4.07 3.68 4.04**

効力感 （1.14）（.66）
異文化理解と尊重の 3.56 3.18 5.74**

指導への効力感 （.54）（.61）
全体の自己効力感 3.67 3.28 5.70**

（.64）（.58）
**ｐ<.01

次に，「多文化家庭の子どもの保育に関する
知識や理解の程度」と「多文化家庭の子ども保
育に対する自己効力感」との関連性について検
討するため，その知識や理解の水準が高い保育
者（‘かなりある’または‘ある程度ある’と
答えた人であり，以下は高群と言う。117名）
と低い保育者（‘あまりない’または‘全然な
い’と答えた人であり，以下は低群と言う。
231名）に分け，この２つの集団間に自己効力
感の差異を分析した（577名の中，229名は無応
答者である）。その結果，<表5>に示されてい
るように多文化家庭の子どもの保育に関する知
識や理解の水準の高い保育者の方が低い水準の
保育者よりすべてのカテゴリーにおいて有意に
自己効力感が高かった。
この結果により言えることは，多文化家庭の

子どもの保育に関する知識や理解は多文化家庭
の子どもの保育に対する保育者の自己効力感の
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認知に影響を及ぼす重要な要因であり，多文化
家庭の子どもの保育問題の改善策を図るのに，
保育者を対象に異文化理解への教育プログラム
やその情報の提供は効果的な対応策になりうる
と考えられる。

総括と課題

以上の５つの検討内容についての調査によ
り，結論的に異文化家庭の子どもの保育に対し
て，次のような提案をすることができよう。１
つ目は，異文化子どもの保育に関する理解や知
識は，異文化子どもの保育に対する保育者の自
己効力感の認知と関連の深い要因であることが
明らかになった。しかし，現状は，異文化子ど
もの保育に必要な情報や知識の提供を目的とし
た保育者への教育や支援プログラムはほとんど
無い状態なので，今後はこれについてより積極
的な支援策が必要であると考えられる。２つ目
は，多文化家庭の子どもの保育への支援策は，
子どもが適応できるように支援ながらも，その
保護者への支援にも重みを置いた支援が必要で
あるということである。３つ目は，多文化家庭
の子どもの保育問題を解決する上で，核心とな
るものは，異文化家庭の子どもやその保護者が
韓国の保育環境に適応できるようにどのような
支援策が取られるべきなのかということではな
く，保育者がいかに異文化家庭の子どもやその
保護者を理解や尊重し，彼らの世界に合わせて
いくことができるかにあると考えられる。
今後の研究は，本研究で明らかとなった「異

文化家庭の子どもの保育に対する保育者の意識
や対応方式」と，そして玄（2008）で明らかと
なった「保護者の感じている問題意識や期待」
を並行して考慮し，両側の距離を縮めながら韓
国の保育現実に合った多文化家庭の子どもの保
育への支援策を模索していく研究が必要であろ
う。
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